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村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 １款．総務費 １項．施設管理費 １目．一般管理費  （特別会計） 

事業名称 新白川診療所移転新築事業 １０１，７９６千円 （担当： 村民課 診療所） 

 

 白川診療所は築昭和４８年で老朽化が著しく、至る所で故障が起き安心安全な医療提供に支障を来しております。また荻

町交通対策や合掌集落の玄関口に当たる現在の場所は渋滞の起点であり、緊急搬送時の妨げにもなるため、移転が必要であ

り、現在の場所から鳩谷地区に移転新築し、村民にとってより安全・安定した医療提供の環境整備を図ります。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・工事費            ９０，０００千円 

・設計監理委託料         ５，１８４千円 

・備品購入費           ３，１６８千円 

・業務委託料費          ３，４４４千円 

・過 疎 債          ３９，０００千円 

・県支出金          １０，０００千円 

・繰 入 金          ３１，０００千円 

・一般財源          ２１，７９６千円 
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村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ２款．医業費 １項．医業費 １目．医療用機械器具費  （特別会計） 

事業名称 医療機器等整備事業 ３，２７１千円 （担当： 村民課 診療所） 

 

 平瀬診療所のX線一般撮影装置は、購入から１３年経過し、かなり老朽化が進んでいるため設備の更新を行います。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・備品購入費        ３，１３２千円 

・リース料           １３９千円 

・調整交付金       １，００８千円 

・過 疎 債        １，８００千円 

・一般財源          ４６３千円 
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村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 １款．総務費 １項．総務管理費 ２目．施設管理費  （特別会計） 

事業名称 施設管理経費 ９，６００千円 （担当： 基盤整備課 水道係） 

 

牧及び小白川給水区の配水流量計が故障し各地区の配水量の把握ができない状態が続いているため、漏水の有無や浄水量

の調整などが困難となっています。配水状況を把握するためにも流量計の更新を行い、平成25年度に牧、平成26年度に小

白川の更新を行います。将来的に役場内で中央監視ができる物に対応した流量計設置工事を行います。 

牧地区の塩素注入ポンプも老朽化により2台のうち1台が故障したため、新しい注入設備に更新す予定です。 

流量計設置工事 １基。塩素注入ポンプ設備更新 1台。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・工事請負費 ７，０００千円（ポンプ更新） 

・工事請負費 ２，６００千円（流量計更新） 

 

 

・一般会計繰入金 ９，６００千円 
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村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 ２款．運営管理費 １項．運営管理費 ２目．索道管理費  （特別会計） 

事業名称 索道管理事業 ８，５６４千円 （担当： 観光振興課 観光係） 

 

第３ロマンスリフトに係わる管理費となります。 

 リフト電気料及び索道管理者等研修費用。 

 第３ロマンスリフト沿線箇所索受設備の老朽化に伴う部品交換及び索道センター調整の修繕工事費、その他突発的な修

繕工事費用。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・旅 費   ５７千円  ・需用費  １，４００千円 

・手数料  ６２７千円  ・委託料  １，３１２千円 

・工事請負費 ５，１３０千円 ・負担金   ３８千円 

・繰 入 金         ８，２１３千円 

・一般財源           ３５１千円 
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村 の 取 組 む 主 要 施 策 

 

予算科目 １款．総務費 １項．公共下水道施設管理費 ３目．施設整備費  （特別会計） 

事業名称 特定環境保全公共下水道事業 ５３，２００千円 （担当： 基盤整備課 下水道係） 

 

平成２４年度に計画を策定した白川クリーンセンターの長寿命化計画に基づき、平成２９年度まで処理場の電気及び機械

設備の改修更新を行います。 

平成２６年度は主に水処理系統の電気設備の更新を行います。 

また、村内の浄化槽及びし尿汚泥を白川クリーンセンターで共同処理するため、センターを改造し汚泥の受入施設を作り、

平成２７年度より受け入れを開始する予定です。 

〔 主 な 経 費 内 訳 〕 〔 財 源 〕 

・工事請負費  ４０，７００千円（長寿命化） 

・工事請負費  １２，５００千円（受入施設） 

 

 

 

・社会資本整備総合交付金  ２９，２６０千円 

・下水道事業債       ２１，２００千円 

・一般財源          ２，７４０千円 

  


